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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しまし

たので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規

定に基づき、臨時報告書を提出するものであります。

 
 
２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

2018年３月23日

　

（２）当該事象の内容

米国の販売会社Ricoh USA, Inc.は、「RICOH再起動」による徹底した利益重視の戦略転換を図り、それによりこれ

までの規模の拡大を前提としていた将来キャッシュ・フローを見直した結果、IKON Office Solutions, Inc.（現

Ricoh USA, Inc.）の買収に係るのれん等の固定資産の減損損失として約1,400億円を2018年3月期第4四半期に計上す

る見込みであります。また、その他、米国のITサービス会社mindSHIFT Technologies, Inc.ほかでも、クラウドサー

ビスの急速な普及等の市場環境の変化に伴い将来キャッシュ・フローを見直した結果、保有する資産の簿価を全額回

収する事は困難と判断し、過去に買収した労働集約型のワンストップサービスを展開するITサービス事業で発生した

のれんを中心に減損損失として合計約400億円を2018年3月期第4四半期に計上する見込みであります。

　

（３） 当該事象の損益に与える影響額

当該事象により、2018年3月期連結決算において、減損損失1,800億円を計上する見込みであります。また、減損損

失計上に伴い、当社は2018年3月期個別決算においてRicoh USA, Inc.の親会社であるRicoh Americas Holdings, Inc.

株式にかかる関係会社株式評価損を特別損失に計上する見込みであります。個別決算に与える影響額については、評

価額が確定次第速やかにお知らせいたします。

　

以上
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